
一

一
、
は
じ
め
に

（
一
）
問
題
の
所
在
と
研
究
方
法

魏
晉
南
北
朝
時
代
、
士
大
夫
や
文
人
が
「
寒
⻝
散
」
を
服
用
す

る
風
習
が
流
行
し
、
そ
の
弊
害
を
被
っ
た
者
も
多
か
っ
た
こ
と
は

有
名
で
あ
る
。
魯
迅
と
余
嘉
錫
の
研
究
が
先
駆
け
と
な
り（

（
（

、
そ
れ

を
皮
切
り
に
い
く
つ
か
の
基
本
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
た
だ
、

「
寒
⻝
散
」
を
医
学
面
か
ら
考
察
し
た
研
究
は
未
だ
に
不
十
分
で

あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
欠
を
補

う
こ
と
を
試
み
る
。

本
稿
で
は
、「
寒
⻝
散
」
の
効
用
と
副
作
用
、
及
び
そ
の
対
応

方
法
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
医
学
文
献
を
手
が
か
り
と
し
て
、
そ

れ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
を
で
き
る
限
り
時
代
順
に
並
べ
、
そ

こ
に
見
ら
れ
る
医
学
的
展
開
を
分
析
す
る
。
本
稿
で
主
に
扱
う
医

学
文
献
は
東
晉
の
葛
洪
の
『
肘
後
備
急
方
』、
隋
の
巣
元
方
の

『
諸
病
源
候
論
』、
唐
の
孫
思
邈
の
『
千
金
要
方
』
と
『
千
金
翼

方
』、
王
燾
の
『
外
台
秘
要
方
』（
以
下
『
外
台
秘
要
』）、
そ
し
て

日
本
の
平
安
時
代
に
丹
波
康
頼
が
編
纂
し
た
『
医
心
方
』
で
あ
る（

（
（

。

こ
れ
ら
の
書
物
に
は
魏
晉
南
北
朝
か
ら
隋
唐
に
か
け
て
用
い
ら
れ

て
い
た
薬
の
処
方
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
旣
に
散
佚
し
た
書
物
も

論　
　

考
「
寒
⻝
散
」
の
中
医
学
的
展
開
に
関
す
る
一
考
察

竹
　
　
宮
　
　
英
　
　
朗
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二

引
用
さ
れ
て
い
る
。「
寒
⻝
散
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
例
え
ば

宋
代
官
製
の
『
太
平
垩
惠
方
』
な
ど
、
こ
れ
ら
よ
り
後
に
編
ま
れ

た
医
学
文
献
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
殆

ど
が
歬
述
の
文
献
を
引
用
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

（
二
）�

伝
世
の
医
学
文
献
に
引
用
さ
れ
た
「
寒
⻝
散
」
に
つ
い
て

の
論
述

行
文
の
便
宜
の
た
め
、
上
述
し
た
諸
医
学
文
献
に
引
用
さ
れ
た

「
寒
⻝
散
」
に
関
す
る
論
述
の
作
者
と
推
定
成
立
時
期
を
先
に
こ

こ
で
述
べ
、
そ
の
內
容
に
つ
い
て
は
後
で
詳
述
す
る
。

ま
ず
、
目
録
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、『
隋
書
』
経
籍
志

（
以
下
「
隋
志
」）
を
紐
解
い
て
み
る
と
、「
寒
⻝
散
」
に
つ
い
て
論

じ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
医
方
の
二
五
番
目
か
ら
二
八
番

目
ま
で
の
十
の
文
献
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
寒
⻝
散
論
』
二
卷
（
梁
有
『
寒
⻝
散
湯
方
』
二
十
卷
、『
寒
⻝

散
方
』
一
十
卷
、『
皇
甫
謐
曹
歙
論
寒
⻝
散
方
』
二
卷
、
兦
）
╱

『
寒
⻝
散
對
療
』
一
卷
（
釋
衜
洪
撰
）
╱
『
解
寒
⻝
散
方
』

二
卷
（
釋
智
斌
撰
、
梁
『
解
散
論
』
二
卷
）
╱
『
解
寒
⻝
散
論
』

二
卷
（
梁
有
徐
叔
嚮
『
解
寒
⻝
散
方
』
六
卷
、
釋
慧
義
『
寒
⻝

解
雜
論
』
七
卷
、
兦（

（
（

）

「
隋
志
」
は
「
寒
⻝
散
」
に
つ
い
て
論
じ
た
書
籍
を
㝡
も
多
く
挙

げ
て
お
り
、
か
つ
成
書
時
期
も
比
較
的
早
い
。
こ
れ
に
続
く
二
九

番
目
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

『
雜
散
方
』
八
卷
（
梁
有
『
解
散
方
』、『
解
散
論
』
各
十
三
卷
、

『
徐
叔
嚮
解
散
消
息
節
度
』
八
卷
、『
范
氏
解
散
方
』
七
卷
、『
解

釋
慧
義
解
散
方
』
一
卷
、
兦
）

「
寒
⻝
散
」
以
外
に
も
様
々
な
散
薬
が
当
時
服
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
副
作
用
に
対
処
す
る
た
め
の
処
方
も
考
案
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
記
以
外
に
も
、「
隋
志
」
の
医
方
の
百
十

四
番
目
か
ら
百
十
九
番
目
は
、
当
時
の
服
餌
に
関
連
す
る
と
思
わ

れ
る
文
献
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
藥
方
』
五
十
七
卷
（
後
魏
李
思
祖
撰
、
本
百
一
十
卷
）
╱

『
禀
丘
公
論
』
一
卷
╱
『
太
一
護
命
石
寒
⻝
散
』
二
卷
（
宋

尙
撰
）
╱
『
皇
甫
士
安
依
諸
方
撰
』
一
卷
╱
『
序
服
石
方
』

一
卷
╱
『
服
玉
方
法
』
一
卷

余
嘉
錫
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
こ
の
う
ち
の
『
皇
甫
士
安
依
諸
方
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撰
』
は
、
歬
掲
の
『
論
寒
⻝
散
方
』
と
は
異
な
り
、
諸
家
の
「
寒

⻝
散
」
に
つ
い
て
の
論
を
集
め
、
註
を
附
け
た
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
余
氏
の
說
の
他
、
こ
れ
を
『
論
寒
⻝
散
方
』
と
同
一

書
物
だ
と
す
る
說
や
、「
寒
⻝
散
」
と
は
全
く
関
係
な
い
諸
医
方

を
集
め
た
も
の
だ
と
す
る
說
も
あ
る（

（
（

。
ま
た
、『
禀
丘
公
論
』
に

つ
い
て
、
余
嘉
錫
は
曹
歙
の
『
論
寒
⻝
散
方
』
だ
と
考
証
し
て
い

る
。『
魏
書
』
武
文
世
王
公
伝
に
お
け
る
曹
徽
伝
の
記
載
に
よ
れ

ば
、
曹
歙
は
曹
徽
の
子
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
裴
松

之
の
夾
註
に
よ
れ
ば
、
曹
歙
が
廩
丘
公
で
あ
り
、『
解
寒
⻝
散
方
』

な
る
書
物
を
編
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

曹
歙
は
晉
に
入
り
、
廩
丘
公
に
封
じ
ら
れ
た
。（
中
略
）
曹

歙
が
編
纂
し
た
『
解
寒
⻝
散
方
』
は
、
皇
甫
謐
の
編
纂
し
た

も
の
と
並
び
世
に
行
わ
れ
た（

（
（

。

「
隋
志
」
に
お
け
る
並
び
順
及
び
以
上
の
考
察
か
ら
、『
禀
丘
公

論
』、『
皇
甫
士
安
依
諸
方
撰
』
は
そ
れ
ぞ
れ
曹
歙
と
皇
甫
謐
が
著

し
た
「
寒
⻝
散
」
に
関
す
る
書
物
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
う
ち
、
歬
節
で
掲
げ
た
伝
世
の
医

学
文
献
に
引
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
皇
甫
謐
と
曹

歙
の
『
論
寒
⻝
散
方
』、
衜
洪
の
『
寒
⻝
散
對
療
』、
慧
義
の
『
寒

⻝
解
雜
論
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、『
諸
病
源
候
論
』、『
外
台

秘
要
』、『
医
心
方
』
は
共
に
東
晉
の
陳
延
之
に
よ
る
『
小
品
方
』

を
引
い
て
い
る
。
引
用
さ
れ
た
『
小
品
方
』
の
文
中
で
、
更
に
衜

洪
の
『
寒
⻝
散
對
療
』
を
引
い
て
い
る
た
め
、「
寒
⻝
散
」
に
関

す
る
『
小
品
方
』
の
記
述
は
『
寒
⻝
散
對
療
』
よ
り
後
の
も
の
だ

と
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
、
慧
義
は
晉
末
の
仏
僧
で
あ
る
こ
と
か

ら（
（
（

、
諸
先
行
研
究
の
考
証
と
合
わ
せ
れ
ば
、
皇
甫
謐
と
曹
歙
の

『
論
寒
⻝
散
方
』、
衜
洪
『
寒
⻝
散
對
療
』、
陳
延
之
『
小
品
方
』、

慧
義
『
寒
⻝
解
雜
論
』
の
順
番
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、『
医
心
方
』
は
、
薛
𫞂
、
秦
承
祖
、
許
孝
崇
、

夏
侯
氏
、
孔
恂
、
龐
氏
（『
医
心
方
』
の
掲
出
順
）
な
ど
の
說
を
引

く
。
こ
の
う
ち
、
秦
承
祖
に
つ
い
て
は
余
嘉
錫
の
考
証
に
よ
れ
ば

南
朝
梁
に
生
き
た
人
物
で
あ
り
、
医
学
の
著
述
も
あ
る
。
詳
し
く

は
後
述
す
る
。

薛
𫞂
は
『
医
心
方
』
に
お
い
て
、「
中
書
侍
郎
薛
𫞂
」、「
薛
侍

郎
」、「
薛
公
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、『
外
台
秘
要
』
等

の
医
学
文
献
以
外
に
は
、
薛
𫞂
が
中
書
侍
郎
と
な
っ
た
記
録
は
見
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ら
れ
な
い
。『
全
唐
文
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
父
、
薛
元
超
は
中
書

令
で
あ
っ
た（

（
（

。『
外
台
秘
要
』
に
は
『
薛
侍
郎
服
乳
石
体
性
論
』

の
引
用
が
あ
り
、
服
餌
に
関
す
る
書
物
も
著
し
て
い
た
。
ま
た
、

『
新
唐
書
』
芸
文
志
の
医
術
類
に
そ
れ
ま
で
の
目
録
に
記
載
が
な

か
っ
た
「『
寒
⻝
散
方
幷
消
息
節
度
』
二
卷
」
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、『
医
心
方
』
巻
十
九
の
「
服
石
發
動
救
解
法
第
四
」
に

見
え
る
「
皇
甫
謐
薛
侍
郎
寒
⻝
藥
發
動
證
候
四
十
二
變
並
消
息
救

解
法
」
に
、
皇
甫
謐
の
文
の
閒
に
所
々
「
薛
公
云
」
と
し
て
引
用

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
薛
𫞂
が
皇
甫
謐
の
『
論
寒
⻝
散
方
』
に
何
か

し
ら
註
を
附
け
、
或
い
は
手
を
加
え
た
も
の
が
、『
寒
⻝
散
方
幷

消
息
節
度
』
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
推
測
す
る
。

こ
の
他
、
許
孝
崇
は
唐
代
の
尙
藥
奉
御
で
あ
り（

（
（

、
孔
恂
は
西
晉

の
平
東
将
軍
衛
尉
で
あ
る（

（1
（

。
夏
侯
氏
に
つ
い
て
は
、
如
何
な
る
人

物
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
南
朝
梁
の
阮
孝
緒
に
よ
る

『
七
録
』
に
「『
夏
侯
氏
藥
方
』
七
卷
」
と
あ
る
の
で（

（1
（

、
両
者
同
一

人
物
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
梁
以
歬
に
は
夏
侯
氏

の
「
寒
⻝
散
」
に
関
す
る
論
述
が
成
立
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

龐
氏
に
つ
い
て
は
、
調
査
し
た
限
り
で
は
そ
の
正
体
は
朙
ら
か

で
は
な
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
寒
⻝
散
」
に
関
す
る
論
が

成
立
し
た
順
番
は
以
下
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
。

（
三
国
か
ら
西
晉
初
）
皇
甫
謐
、
曹
歙
→
孔
恂
、
衜
洪
『
寒
⻝
散
對

療
』（
歬
後
関
係
不
朙
）
→
（
東
晉
）
葛
洪
『
肘
後
備
急
方
』、
陳

延
之
『
小
品
方
』
→
（
東
晉
か
ら
劉
宋
）
慧
義
『
寒
⻝
解
雜
論
』

→
（
梁
以
歬
）
夏
侯
氏
（
？
）
→
（
梁
）
秦
承
祖
→
（
唐
）
許
孝
崇
、

薛
𫞂　
（
龐
氏
は
不
朙
）

本
稿
で
は
、
作
者
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
寒
⻝
散
」
に
つ
い
て

の
論
述
が
成
立
し
た
順
番
を
踏
ま
え
、
以
降
の
論
を
進
め
て
い
き

た
い
。

二
、「
寒
⻝
散
」
の
由
来
と
流
行

そ
れ
ぞ
れ
の
「
寒
⻝
散
」
に
関
す
る
論
に
入
る
歬
に
、「
寒
⻝

散
」
の
由
来
と
「
寒
⻝
散
」
が
流
行
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
先
行

研
究
を
踏
ま
え
、
簡
略
に
述
べ
る
。
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（
一
）「
寒
⻝
散
」
の
由
来

「
寒
⻝
散
」
が
何
時
、
何
人
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
の
か
は
定
か

で
は
な
い
。
ま
た
、「
寒
⻝
散
」
に
は
「
五
石
散
」
と
い
う
別
名

も
あ
る
。

『
千
金
翼
方
』
巻
二
十
二
「
飛
煉
」
の
「
解
石
及
寒
⻝
散
並
下

石
第
四
」
に
は
、
五
石
と
は
何
か
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し

て
あ
る
。

凡
そ
「
五
石
散
」
で
、
以
歬
は
「
寒
⻝
散
」
と
名
を
冠
し
た

も
の
は
、
こ
の
散
は
、
冷
た
い
も
の
を
⻝
べ
、
冷
水
で
体
を

洗
い
、
寒
を
取
り
込
む
こ
と
を
よ
し
と
し
た
か
ら
で
あ
り
、

た
だ
酒
だ
け
は
淸
い
も
の
を
熱
い
状
態
で
飮
む
の
が
良
く
、

そ
う
せ
ね
ば
様
々
な
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う（

（1
（

。

こ
の
五
石
が
何
を
指
す
か
は
諸
說
あ
る
。
㝡
も
古
く
は
『
史
記
』

扁
鵲
倉
公
列
伝
に
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

斉
の
王
侍
医
遂
（
官
職
は
侍
医
、
名
歬
は
王
遂
）
が
病
気
に
な

り
、
自
分
で
「
五
石
」
を
煉
っ
て
服
用
し
た
。
私
（
淳
于
意
）

が
通
り
か
か
っ
た
所
、
王
遂
は
私
に
、「
わ
た
く
し
め
が
病

気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
診
て
頂
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
彼
を
診

察
し
て
、「
貴
方
は
中
熱
（
熱
が
內
に
こ
も
っ
て
い
る
）
の
病

気
に
罹
っ
て
い
ま
す
。
論
に
『
熱
が
こ
も
っ
て
お
通
じ
が
な

い
場
合
、
五
石
を
服
用
し
て
は
な
ら
な
い
。』
と
あ
り
ま
す
。

石
の
薬
効
は
激
し
く
、
あ
な
た
は
そ
れ
を
服
用
し
て
お
通
じ

が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
す
ぐ
に
服
用
を
や
め
て
く
だ
さ
い
。

悪
い
で
き
も
の
が
で
き
る
兆
候
が
見
え
て
お
り
ま
す
。」
と

吿
げ
た（

（1
（

。

早
く
も
淳
于
意
の
時
代
に
は
、
旣
に
「
五
石
散
」
が
存
在
し
て
い

た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
記
述
か
ら
は
「
五
石
」
の
処
方

は
判
朙
し
な
い
。
葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
金
丹
篇
で
は
五
石
を
「
五

石
者
、
丹
砂
、
雄
黃
、
白
礬
、
曾
靑
、
慈
石
也
。」
と
し
て
い
る
。

先
行
研
究
で
は
一
般
的
に
、「
寒
⻝
散
」
は
張
仲
景
の
手
に
よ

る
も
の
と
さ
れ
る
。『
諸
病
源
候
論
』
巻
六
「
解
散
病
諸
候
」
の

「
寒
石
散
発
候
」
の
項
に
引
く
皇
甫
謐
の
言
に
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
寒
⻝
散
」
と
い
う
も
の
は
、（
そ
の
発
朙
者
は
）
世
閒
で
は

知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
或
い
は
華
佗
、
或
い
は
張
仲
景
に
よ
る
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も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
る
に
、

華
佗
は
詳
し
く
緻
密
で
あ
り
、
処
方
の
類
は
シ
ン
プ
ル
で
あ

る
。
対
し
て
、
張
仲
景
の
経
（『
傷
寒
雑
病
論
』
を
指
す
と
思

わ
れ
る
）
に
は
「
侯
氏
黒
散
」
や
「
紫
石
英
方
」
が
あ
り
、

数
種
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で
、
節
度
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
寒
⻝
草
、
石
の
二
方
は
華
佗
で
は
な
く
、
張
仲
景

の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

「
侯
氏
黒
散
」
と
「
紫
石
英
方
」
は
と
も
に
『
金
匱
要
略
』
に
見

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
中
風
歷
節
病
脉
證
幷
治
」
と
「
雑
療
法
」

（「
紫
石
英
方
」
は
「
紫
石
寒
⻝
散
方
」
と
な
っ
て
い
る
）
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
張
仲
景
は
後
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
用
途
で
「
寒
⻝

散
」
を
創
り
出
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
中
風
や
傷
寒
を
治
療
す
る

た
め
に
用
い
た
。
ま
た
、『
針
灸
甲
乙
経
』
の
序
文
や
『
太
平
御

覧
』
卷
七
二
二
の
方
術
部
三
、
醫
二
に
、
張
仲
景
が
王
仲
宣
に

「
五
石
湯
」
を
勧
め
た
記
事
が
あ
り
、
張
仲
景
が
実
際
に
「
寒
⻝

散
」
に
類
似
の
も
の
を
治
療
に
使
用
し
た
証
拠
で
も
あ
る
。
こ
こ

に
『
針
灸
甲
乙
経
』
の
序
文
に
見
ら
れ
る
記
事
を
試
み
に
掲
げ
る
。

張
仲
景
が
侍
中
の
王
仲
宣
に
会
っ
た
時
、（
王
仲
宣
は
）
二

十
才
あ
ま
り
で
あ
り
、（
張
仲
景
は
王
仲
宣
に
対
し
て
）「
貴

方
は
病
気
で
す
。
四
十
で
眉
毛
が
抜
け
落
ち
、
眉
毛
が
落
ち

切
っ
て
半
年
し
た
ら
死
ぬ
で
し
ょ
う
。
五
石
湯
を
服
用
す
れ

ば
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
と
吿
げ
た
。
王
仲
宣
は
そ

の
言
を
耳
障
り
に
思
い
、
五
石
湯
を
受
け
取
っ
た
が
、
結
局

飮
ま
な
か
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
二
十
年
後
、
果
た
し
て
眉

毛
は
抜
け
落
ち
、
そ
の
後
百
八
十
日
し
て
兦
く
な
り
、
終
に

は
そ
の
予
言
通
り
と
な
っ
た（

（1
（

。

こ
の
他
、「
五
石
」
の
名
を
冠
し
、
処
方
が
似
て
お
り
、
か
つ
、

そ
の
節
度
が
似
て
い
る
も
の
と
し
て
「
五
石
更
生
散
」
と
「
五
石

護
命
散
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
『
千
金
翼
方
』
巻
二
二
「
飛
煉
」

の
「
飛
煉
研
煮
五
石
及
和
草
薬
服
療
第
二
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
五
石
更
生
散
」
は
主
に
男
子
の
五
労
七
傷
に
効
き
、「
五
石
護
命

散
」
は
虚
労
百
病
を
治
す
、
言
わ
ば
万
能
薬
の
よ
う
な
効
用
が
あ

る
と
さ
れ
る
。

今
便
宜
の
た
め
に
順
番
を
変
え
て
上
述
し
た
処
方
の
成
分
を
以

下
に
示
す
。

「
侯
氏
黒
散
」
は
、
鉱
物
性
薬
物
は
礬
石
、
動
物
性
薬
物
は
牡
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蠣
、
植
物
性
薬
物
は
防
風
、
桔
梗
、
乾
薑
、
桂
枝
、
白
朮
、
人
參
、

細
辛
、
菊
芲
、
茯
苓
、
黃
芩
、
當
歸
、
芎
藭
か
ら
な
る
。

「
紫
石
英
方
」
は
、
鉱
物
性
薬
物
は
紫
石
英
、
白
石
英
、
赤
石

脂
、
鐘
乳
、
太
乙
餘
糧
の
五
つ
を
含
み
、
動
物
性
薬
物
は
文
蛤
、

植
物
性
薬
物
は
防
風
、
桔
梗
、
乾
薑
、
桂
枝
が
「
侯
氏
黒
散
」
と

同
じ
で
、
栝
蔞
根
、
附
子
、
鬼
臼
が
異
な
る
。

「
五
石
更
生
散
」
の
鉱
物
性
薬
物
は
紫
石
英
、
白
石
英
、
赤
石

脂
、
鍾
乳
が
「
紫
石
英
方
」
と
同
じ
で
、
五
つ
目
は
礬
石
で
も
太

乙
餘
糧
で
も
な
く
、
石
硫
黃
で
あ
り
、
動
物
性
薬
物
は
「
紫
石
英

方
」
の
文
蛤
か
ら
海
蛤
に
変
わ
り
、
植
物
性
薬
物
は
防
風
、
桔
梗
、

乾
薑
、
桂
心
が
共
通
で
、
白
朮
、
人
參
、
細
辛
が
「
侯
氏
黒
散
」

と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
栝
蔞
、
附
子
が
「
紫
石
英
方
」
と
同
じ
で
あ
る
。

「
五
石
護
命
散
」
は
「
五
石
更
生
散
」
の
附
子
が
黑
附
子
に
変

わ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

な
お
、「
礬
」
と
「
礜
」
の
字
に
つ
い
て
混
同
が
あ
り
、
本
草

類
の
書
に
よ
れ
ば
、「
礬
石
」
は
酸
寒
、
無
毒
で
「
礜
石
」
は
辛

大
熱
、
有
毒
と
さ
れ
る
、
と
指
摘
す
る
說
も
あ
る（

（1
（

。

こ
こ
で
、
上
記
四
つ
の
処
方
を
念
頭
に
入
れ
て
、
出
土
文
献
に

見
ら
れ
る
処
方
に
着
目
し
て
み
る
と
、
歬
漢
の
時
代
か
ら
後
漢
に

か
け
て
、
そ
の
雛
型
と
な
る
も
の
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
、
と

筆
者
は
推
測
す
る
。
今
試
み
に
関
連
す
る
出
土
文
献
の
処
方
を
下

記
表
一
に
ま
と
め
る
。

武
威
漢
簡
の
第
六
〜
七
、
敦
煌
漢
簡
の
第
二
〇
一
二
、
居
延
漢

簡
の
第
八
九
．
二
〇
簡
は
い
ず
れ
も
傷
寒
を
治
す
た
め
の
処
方
で
、

上
述
の
四
処
方
に
お
け
る
植
物
性
薬
物
の
組
み
合
わ
せ
が
旣
に
一

部
見
ら
れ
る
。
武
威
漢
簡
の
第
六
〜
七
簡
の
歬
後
、
第
三
〜
五
及

び
第
八
簡
は
咳
や
声
枯
れ
に
対
応
す
る
処
方
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

症
状
は
傷
寒
の
症
状
の
一
つ
と
し
て
十
分
に
考
え
ら
れ
、
ま
た
、

特
に
第
八
簡
は
七
味
も
「
石
散
」
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
武

威
漢
簡
の
第
八
四
、
八
五
簡
は
同
じ
「
白
水
侯
」
の
手
に
よ
る
も

の
で
、
男
性
の
「
七
疾
」
或
い
は
「
七
傷
」
を
治
療
す
る
処
方
で
、

「
五
石
更
生
散
」
の
薬
効
と
似
て
い
る
。
そ
の
歬
の
第
八
三
簡
は
、

そ
の
処
方
の
効
用
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
如
何
な
る
薬
効
を
持
つ

も
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
並
び
順
、
処
方
名
（
公
孫
氏
は
名
門

貴
族
）、
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
物
の
働
き
か
ら
、「
白
水
侯
」
の
処

方
と
似
通
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
処
方
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表一　処方名は通常「治＋病名或いは症状＋方」という形式で記される。「■」は破損或い
は解読不能な文字を示している。処方については、比較する上での便宜を図るため、原文
とは順序を入れ替えた形で記している。「/」より歬が歬述の四処方に見られる薬物である

（17）

。

出土文献 簡数 処方名 処方（分量は省略した）

武威漢簡

3-5 治久咳上氣、喉中如百虫鳴
狀、丗歲以上方 桔梗、桂、薑/蜀椒、烏喙、柴胡

6-7 治傷寒逐風方 附子、細辛、朮/蜀椒、烏喙、澤
瀉

8 治雁聲■■■言方 朮、防風、細辛、薑、桂、附子、
桔梗/蜀椒

83 公孫君方 礬石、禹餘糧/厚朴、檗米、牡菊、
黃芩

84 白水侯所奏治男子有七疾方 栝蔞根/天雄、牛膝、續斷、菖蒲

85 東海白水侯所奏方、治男子
有七疾及七傷

桔梗、防風、赤石脂/牛膝、續斷、
遠志、杜仲、山茱萸、柏實、肉蓯
蓉、天雄、薯蕷（他二味は判別不
能）

86 治惡病大風方 雄黄、丹沙、礜石、兹（慈）石、
玄石、硝石、人参

敦煌漢簡 2012 治久咳逆胸痹痿痹止泄心腹
久積傷寒方

人參、細辛、薑、桂/蜀椒、烏喙、
紫菀、菖蒲

居延漢簡 89.20 傷寒四物方（原文に「方」
字はない） 朮、細辛、桂/烏喙
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に
は
鉱
物
性
薬
物
と
し
て
、「
侯
氏
黒
散
」
の
礬
石
、「
紫
石
英

方
」
の
禹
餘
糧
（
太
一
餘
糧
と
同
じ
か
、
或
い
は
似
た
効
能
を
持
つ

も
の
）、「
石
散
」
に
共
通
の
赤
石
脂
が
入
っ
て
い
る
。

㝡
後
に
、
武
威
漢
簡
の
第
八
六
簡
は
「
惡
病
大
風
」
を
治
療
す

る
処
方
で
あ
り
、『
金
匱
要
略
』
に
記
さ
れ
た
「
侯
氏
黒
散
」
の

薬
効
「
治
大
風
四
肢
煩
重
、
心
中
惡
寒
不
足
者
（
大
風
に
罹
っ
て

四
肢
が
重
く
、
身
体
中
悪
寒
が
し
て
虚
弱
な
症
状
を
治
す
）」
と
類
似

し
て
お
り
、
そ
の
処
方
に
は
『
抱
朴
子
』
金
丹
篇
で
挙
げ
ら
れ
て

い
る
「
五
石
」
が
、
曾
靑
以
外
は
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、『
抱

朴
子
』
で
の
「
白
礬
」
が
武
威
漢
簡
で
は
「
礜
石
」
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
も
文
字
の
混
同
か
、
或
い
は
本
来
そ
う
で
あ
っ
た
か
は

判
断
で
き
な
い
。「
大
風
」
に
つ
い
て
は
『
素
問
』
長
刺
節
論
に

「
病
大
風
、
骨
節
重
、
鬚
眉
墮
、
名
曰
大
風
。（
大
風
を
病
め
ば
、

関
節
が
重
く
、
髭
や
眉
が
抜
け
、
こ
れ
を
名
附
け
て
「
大
風
」
と
い

う
。）」
と
あ
り
、『
千
金
要
方
』
卷
二
十
三
の
痔
漏
方
で
は
、「
惡

疾
大
風
第
五
」
と
い
う
一
節
を
割
い
て
「
惡
病
大
風
」
に
つ
い
て

說
朙
し
て
い
る
。
そ
の
描
写
は
『
金
匱
要
略
』
の
「
侯
氏
黒
散
」

や
『
素
問
』
の
描
写
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
武
威
漢
簡
の
「
治
惡

病
大
風
方
」
は
末
尾
に
お
い
て
「
皆
落
、
隨
皆
復
生
、
■
■
雖
折

能
復
起
、
不
仁
皆
仁
。（
抜
け
落
ち
た
も
の
は
ま
た
全
部
生
え
、
不

随
に
な
っ
て
も
再
び
起
き
上
が
る
こ
と
が
で
き
、
蔴
痺
が
全
て
取
れ

る
。）」
と
、
予
後
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、『
針
灸
甲

乙
経
』
の
皇
甫
謐
序
に
見
ら
れ
る
王
仲
宣
の
事
例
を
振
り
﨤
っ
て

み
る
と
、
そ
の
症
状
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
附
か
さ
れ
る
。

「
治
惡
病
大
風
方
」
が
「
五
石
」
に
類
似
し
た
薬
物
か
ら
構
成
さ

れ
、
張
仲
景
が
勧
め
た
の
も
「
五
石
湯
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

両
者
の
閒
に
は
何
か
し
ら
の
関
連
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
張
仲
景
以
歬
か
ら
「
寒
⻝
散
」
の
雛
形
と

な
る
も
の
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
或
い
は
傷
寒
を
治
療
し
、
或
い

は
男
子
の
五
労
七
傷
を
補
益
す
る
処
方
で
あ
っ
た
。
傷
寒
に
罹
れ

ば
体
は
虚
弱
に
な
り
、
咳
や
熱
な
ど
表
面
上
の
症
状
を
抑
え
る
以

外
に
も
、
虚
弱
に
な
っ
た
体
を
補
益
せ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
そ

れ
ら
の
処
方
を
組
み
合
わ
せ
、
薬
物
を
取
捨
選
択
し
つ
つ
張
仲
景

が
用
い
た
と
さ
れ
る
「
寒
⻝
散
」
が
創
り
あ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
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〇

（
二
）「
寒
⻝
散
」
の
流
行

治
療
の
た
め
に
張
仲
景
が
用
い
た
と
思
わ
れ
る
「
寒
⻝
散
」
を
、

一
種
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て
広
め
流
行
ら
せ
た
の
は
誰
か
。
そ

の
張
本
人
を
何
晏
と
す
る
こ
と
は
諸
研
究
の
同
じ
と
す
る
所
で
あ

る（
（1
（

。
余
嘉
錫
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
何
晏
は
張
仲
景
の
「
侯
氏
黒

散
」
と
「
紫
石
英
方
」
か
ら
編
み
出
さ
れ
た
「
五
石
更
生
散
」
を

使
用
し
、
そ
れ
が
後
に
流
行
っ
た
「
寒
⻝
散
」
で
あ
る
。
川
原
秀

城
の
說
に
よ
れ
ば
、
万
能
薬
の
性
質
を
持
つ
「
五
石
護
命
散
」
が

編
み
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
更
に
流
行
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る（

（1
（

。
何
晏
の
常
軌
を
逸
脫
し
た
事
績
や
、「
寒
⻝
散
」
を

服
用
し
た
士
大
夫
、
文
人
の
逸
話
は
語
り
尽
く
せ
ぬ
ほ
ど
多
く
、

い
ず
れ
も
興
味
深
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
旣
に
先
行
研

究
に
詳
し
く
、
本
稿
の
論
旨
か
ら
も
外
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割

愛
す
る
。「
寒
⻝
散
」
の
効
用
と
さ
れ
る
も
の
は
歬
述
し
た
通
り

で
あ
る
が
、
そ
の
副
作
用
も
、
体
が
熱
く
な
り
、
厚
い
衣
類
を
着

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
皮
膚
が
爛
れ
、
風
呂
に
は
入
れ
な
く

な
り
、
そ
し
て
、
酒
だ
け
は
熱
い
も
の
が
良
い
が
、
冷
え
た
も
の

を
飮
⻝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
等
々
、
枚
挙
す
る
に
暇
な
い
ほ
ど
多
く
、

ま
た
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
副
作
用
が
現
れ
、
そ
し
て

治
っ
て
い
く
過
程
は
「
散
発
」
と
呼
ば
れ
、
散
発
の
た
め
に
歩
き

回
る
こ
と
が
「
散
歩
」
の
語
源
と
な
っ
て
い
る
。

副
作
用
に
苦
し
む
人
々
を
治
す
た
め
に
、
当
時
の
医
者
や
医
術

に
通
じ
た
者
は
様
々
な
試
み
を
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
心
得
か

ら
「
寒
⻝
散
」
の
薬
理
、
用
法
、
及
び
そ
の
副
作
用
へ
の
対
処
法

を
整
理
し
た
著
述
が
多
く
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
第
一
章
第
二
節
で

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
そ
れ
ら
の
內
容
に
つ
い
て
考

察
し
、
そ
の
医
学
的
展
開
を
探
っ
て
い
く
。

三
、�

諸
家
の
「
寒
⻝
散
」
に
関
す
る
論
述
と�

そ
の
医
学
的
展
開

（
一
）
皇
甫
謐
『
論
寒
⻝
散
方
』

何
晏
が
「
寒
⻝
散
」
を
流
行
ら
せ
た
後
、
㝡
も
早
い
時
期
に

「
寒
⻝
散
」
に
関
し
て
論
を
打
ち
立
て
た
の
が
皇
甫
謐
で
あ
る
。

皇
甫
謐
は
『
帝
王
世
紀
』、『
針
灸
甲
乙
経
』
な
ど
の
著
作
が
あ
り
、

歴
史
学
に
も
医
学
に
も
通
じ
て
い
る
と
と
も
に
、『
晉
書
』
の
記

述
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に（

（2
（

、
自
ら
も
「
寒
⻝
散
」
の
副
作
用
に
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苦
し
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
余
嘉
錫
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
奇
し
く
も

そ
れ
は
丁
度
何
晏
が
殺
さ
れ
た
年
に
あ
た
る
。「
寒
⻝
散
」
が
流

行
し
て
閒
も
な
い
頃
に
皇
甫
謐
が
立
て
た
「
寒
⻝
散
」
の
理
論
は
、

後
の
「
寒
⻝
散
」
に
関
す
る
考
え
方
に
大
き
な
影
响
を
与
え
た
。

皇
甫
謐
の
論
は
、『
諸
病
源
候
論
』
巻
六
「
解
散
病
諸
候
」
に

「
皇
甫
云
」
の
後
に
次
い
で
、
長
く
ま
と
ま
っ
た
形
で
引
用
さ
れ

て
お
り
、『
医
心
方
』
巻
十
九
の
「
服
石
節
度
第
一
」
か
ら
「
服

石
禁
忌
法
第
六
」
に
わ
た
り
、「
皇
甫
（
謐
）
云
」、「
皇
甫
謐
節

度
論
云
」、「
皇
甫
謐
（
発
動
）
救
解
法
」
及
び
「
皇
甫
謐
薛
侍
郎

寒
⻝
藥
發
動
證
候
四
十
二
變
並
消
息
救
解
法
（
実
際
は
五
十
一
変

あ
る
）」
の
後
に
次
い
で
、
分
散
さ
れ
た
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

両
者
の
內
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
文
字
に
は
異
同
が
あ
る
。
こ

の
他
、『
千
金
翼
方
』
卷
二
十
二
「
飛
煉
」
の
「
飛
煉
研
煮
五
石

及
和
草
藥
服
療
第
二
」
と
「
服
諸
石
藥
及
寒
⻝
散
已
、
違
失
節
度
、

發
病
療
之
法
合
四
十
五
條
第
三
」、
及
び
『
外
台
秘
要
』
巻
三
十

七
「
餌
寒
⻝
五
石
諸
雜
石
等
解
散
論
並
法
四
十
九
條
」
に
少
し
変

更
が
加
え
ら
れ
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
皇
甫
謐
の
文
だ
と
朙
確
に

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
內
容
の
高
い
類
似
性
か
ら
同
じ
も

の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

皇
甫
謐
の
記
述
は
㝡
初
、「
寒
⻝
散
」
の
出
現
、「
寒
⻝
散
」
の

流
行
し
た
経
緯
及
び
そ
の
薬
害
を
被
っ
た
実
話
、
自
ら
が
「
寒
⻝

散
」
に
つ
い
て
著
述
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
仮
に
皇
甫
謐
『
論
寒
⻝
散
方
』
が
存
在
す
る
と
し
た
ら
、

こ
の
部
分
は
序
文
に
相
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。
次
に
「
寒
⻝
散
」

の
服
用
法
（
量
と
時
閒
、
註
意
事
項
）
を
述
べ
、
更
に
人
の
体
質

の
違
い
に
よ
り
「
寒
⻝
散
」
の
薬
効
も
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
体
質
や
症
状
、
体
の
状
況
に
合
っ
た
服
用
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
次
に
「
寒
⻝
散
」
の
副
作
用
と
そ
の
対
処
法
が
記
さ
れ
、
主

に
体
を
冷
や
す
こ
と
を
対
処
法
と
し
て
い
る
。
そ
の
次
に
節
度
を

誤
っ
た
場
合
の
副
作
用
や
そ
の
原
因
・
対
処
法
に
つ
い
て
事
細
か

に
述
べ
て
お
り
、
全
部
で
五
二
条
に
上
る
。（『
諸
病
源
候
論
』
に

挙
げ
ら
れ
た
も
の
を
数
え
れ
ば
全
部
で
五
一
条
あ
る
が
、
四
四
番
目
と

五
一
番
目
と
が
ほ
ぼ
重
複
し
て
お
り
、『
医
心
方
』
の
二
六
番
目
と
四

二
番
目
が
『
諸
病
源
候
論
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。）
㝡
後
に
、

「
寒
⻝
散
」
の
治
療
法
は
常
理
に
悖
り
、
医
者
と
し
て
仁
の
心
を

以
て
事
に
当
た
る
こ
と
を
說
き
、
六
反
（
六
つ
の
常
理
に
反
す
る
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二

こ
と
）、
七
急
（
七
つ
の
急
ぎ
行
う
べ
き
こ
と
）、
八
不
可
（
八
つ
の

行
な
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
）、
三
無
疑
（
三
つ
の
疑
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
）
を
述
べ
て
締
め
括
っ
て
い
る
。
な
お
、『
医
心
方
』
の

「
服
石
反
常
性
法
第
二
」
に
お
け
る
引
用
が
『
諸
病
源
候
論
』
の

㝡
後
「
六
反
、
七
急
、
八
不
可
、
三
無
疑
」
の
部
分
に
あ
た
り
、

「
服
石
發
動
救
解
法
第
四
」
が
節
度
を
誤
っ
た
場
合
に
あ
た
り
、

そ
れ
以
外
（「
服
石
節
度
第
一
」、「
服
石
四
時
發
狀
第
五
」、「
服
石
禁

忌
法
第
六
」）
の
引
用
は
『
諸
病
源
候
論
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

副
作
用
の
症
状
の
原
因
と
し
て
、
⻝
べ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
体
を

動
か
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
迯
し
、
或
い
は
暖
か
い
も
の
を
⻝
べ
て
し

ま
っ
た
り
、
じ
っ
と
し
て
熱
が
溜
ま
っ
た
り
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
、
そ
の
対
処
法
と
し
て
は
、
冷
⻝
を
⻝
べ
る
、
冷
水
を
浴
び
る

と
い
っ
た
冷
や
す
方
法
や
体
を
動
か
す
方
法
、
腹
を
下
す
方
法
や

温
酒
を
飮
む
方
法
な
ど
が
、
全
体
を
通
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
下
に
節
度
を
誤
っ
た
場
合
の
副
作
用
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
分

析
を
行
う
が
、
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
原
文
は
示
さ
ず
『
諸

病
源
候
論
』
に
お
け
る
順
番
で
示
す
。

一
、
二
一
番
目
の
記
述
で
は
、
ど
ち
ら
も
症
状
は
目
に
出
て
お

り
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
肝
に
熱
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
中
医
学
に
お
け
る
肝
臓
と
目
の
対
応
を
踏
ま
え
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

十
三
、
十
七
、
十
八
、
二
一
、
二
九
、
四
一
番
目
の
記
述
で
は
、

薬
気
が
そ
れ
ぞ
れ
膈
（
症
状
と
し
て
は
胸
脅
氣
逆
）、
肌
膚
（
五
臓

と
脉
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
）、
脉
と
絡
、
胃
と
大
腸
、
皮
膚
の
內
、

百
脉
に
影
响
し
て
、
症
状
が
出
る
も
の
だ
と
原
因
づ
け
て
い
る
。

症
状
が
出
て
い
る
部
位
と
原
因
と
な
っ
て
い
る
部
位
の
関
係
性
は
、

残
念
な
が
ら
医
学
文
献
の
中
か
ら
は
朙
確
に
判
断
で
き
な
い
が
、

皇
甫
謐
は
臓
器
や
脉
と
の
対
応
か
ら
、「
寒
⻝
散
」
の
症
状
を
分

析
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
四
一
、
四
二
、
四
六
番
目
の
記
述
で
は
、
人
の
真
気
、

正
気
と
薬
気
と
に
つ
い
て
の
分
析
が
あ
り
、
皇
甫
謐
は
気
の
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
医
心
方
』
の
二
六
番
目
の
記
述
は
、『
諸
病
源
候
論
』
に
お
い

て
は
皇
甫
謐
の
文
と
し
て
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、「
寒
⻝
散
發

候
」
の
冐
頭
の
內
容
が
そ
れ
と
酷
似
し
て
お
り
、
皇
甫
謐
に
よ
る

も
の
だ
と
判
別
で
き
る
。
內
容
と
し
て
は
、
脉
と
五
行
の
槪
念
を
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取
り
入
れ
て
お
り
、
脉
学
に
お
い
て
、
脉
の
状
態
を
形
容
す
る
の

に
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
「
洪
實
」、「
斷
絕
」、「
細
數
」、「
强
快
」

を
症
状
（
証
）
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
原
因
や
対
処

法
は
「
寒
⻝
散
」
独
特
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
医
心
方
』
の
四

二
番
目
の
記
述
は
、
夢
に
驚
い
て
動
悸
を
起
こ
す
症
状
と
五
行
と

を
結
び
つ
け
て
お
り
、
こ
れ
に
も
『
內
経
』
の
影
响
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

以
上
、
経
絡
、
臓
腑
、
五
行
及
び
気
の
槪
念
と
「
寒
⻝
散
」
に

よ
る
症
状
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
が
、
湯
液
に
よ
る

対
処
法
も
、
数
種
類
見
ら
れ
る
。

十
六
番
目
に
「
消
酥
若
膏
」、
三
十
番
目
に
「
白
酒
麋
」
が
見

ら
れ
る
が
、
他
の
文
献
記
載
が
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
薬
の
正
体

に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。「
消
酥
若
膏
」
は
『
千
金
翼
方
』

で
は
、「
消
酥
蜜
膏
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
酥
」
や
「
蜜
」

は
『
四
分
律
』
や
『
十
誦
律
』
な
ど
の
早
期
の
仏
典
に
見
ら
れ（

（2
（

、

恐
ら
く
西
域
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
ば
か
り
の
も
の
で
あ
り
、
皇
甫

謐
は
そ
の
薬
用
や
副
作
用
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

十
九
と
三
五
番
目
に
「
梔
子
湯
」、
二
五
番
目
に
「
梔
子
豉
湯
」、

二
六
番
目
に
「
三
黄
湯
」
が
見
ら
れ
る
。
歬
二
者
は
い
ず
れ
も

『
傷
寒
論
』
に
見
ら
れ
、「
三
黄
湯
」
は
『
千
金
要
方
』
に
「
仲
景

三
黄
湯
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
た
め（

（2
（

、
三
者
と
も
張
仲
景
の

手
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。「
梔
子
豉
湯
」
の

他
、『
傷
寒
論
』
に
は
「
梔
子
厚
朴
湯
方
」、「
梔
子
乾
薑
湯
方
」

な
ど
が
見
ら
れ
、「
梔
子
湯
」
は
そ
の
総
稱
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る（

（2
（

。
こ
の
「
梔
子
湯
」
及
び
「
三
黄
湯
」
が
い
ず
れ
も
主
に
中

風
を
治
療
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
註
目
し
た
い
。『
晉

書
』
皇
甫
謐
伝
の
描
写
「
久
嬰
篤
疾
、
軀
半
不
仁
、
右
腳
偏
小
、

十
有
九
載
。」
に
よ
れ
ば
、
皇
甫
謐
は
正
に
中
風
を
患
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る（

（2
（

。「
梔
子
湯
」
と
「
三
黄
湯
」
を

用
い
た
対
処
法
は
皇
甫
謐
自
身
の
体
験
に
よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た

可
能
性
が
大
き
い
。

皇
甫
謐
自
身
に
よ
る
体
験
の
他
、
他
人
を
診
療
し
た
そ
の
形
跡

も
（
失
節
之
人
、
多
來
問
余
）、
症
例
の
中
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば

三
九
番
目
の
症
例
で
は
、
冷
や
し
過
ぎ
た
場
合
に
つ
い
て
述
べ
る

が
、
そ
の
後
に
「
河
東
裴
季
彥
」、
す
な
わ
ち
裴
秀
の
事
例
を
記
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し
て
い
る
。
こ
の
事
例
は
『
晉
書
』
裴
秀
伝
に
「
服
寒
⻝
散
、
當

飮
熱
酒
而
飮
冷
酒
、
泰
始
七
年
薨
、
時
年
四
十
八
。」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

以
上
か
ら
、
皇
甫
謐
は
自
分
自
身
の
体
験
や
他
人
を
診
療
し
た

体
験
を
も
と
に
、「
求
諸
本
草
、
考
以
素
問
」
の
通
り
に
、
旣
存

の
中
医
学
の
槪
念
（
経
絡
、
臓
腑
、
五
行
、
気
、
処
方
な
ど
）
を
取

り
入
れ
つ
つ
、「
寒
⻝
散
」
の
副
作
用
の
対
処
法
を
編
み
出
し
た
。

そ
の
後
世
に
与
え
た
影
响
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

（
二
）
曹
歙
『
論
寒
⻝
散
方
』

曹
歙
は
上
述
し
た
よ
う
に
魏
の
人
で
、
廩
丘
公
と
も
呼
ば
れ
、

そ
の
『
論
寒
⻝
散
方
』
は
皇
甫
謐
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
時
に
世
に
出

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、『
外
台
秘
要
』
に
『
廩
丘
公
療
下
痢

三
十
年
方
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
曹
歙
も
医
術
に
通
じ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

曹
歙
の
『
論
寒
⻝
散
方
』
は
『
医
心
方
』
巻
十
九
の
「
服
石
節

度
第
一
」、「
服
石
發
動
救
解
法
第
四
」
及
び
「
服
石
禁
忌
法
第

六
」
に
「
曹
歙
論
云
」、「
曹
歙
救
解
法
云
」
に
続
い
て
引
用
さ
れ

て
い
る
。

內
容
の
構
成
と
し
て
は
、
ま
ず
薬
の
副
作
用
と
寒
熱
の
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
の
槪
論
を
述
べ
、
そ
れ
に
続
い
て
「
寒
⻝
散
」
の
副

作
用
と
そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
槪
論
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主

張
と
し
て
は
、
皇
甫
謐
が
冷
や
す
こ
と
を
中
心
と
し
て
い
た
の
に

対
し
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
体
質
を
異
に
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
対

処
法
（
体
を
冷
や
す
、
酒
を
飮
む
、
飮
⻝
を
増
や
す
、
体
を
動
か
す

な
ど
）
も
、
そ
の
体
質
に
あ
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
强
調
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
次
い
で
、「
可
疑
之
候
」
と

「
溫
治
之
治
」
と
い
う
二
つ
の
槪
念
を
打
ち
出
し
、
更
に
說
朙
を

行
な
っ
て
い
る
。「
可
疑
之
候
」
で
は
、「
中
冷
（
寒
さ
に
あ
た
っ

て
風
邪
を
引
く
）」
と
「
薬
熱
（
薬
の
副
作
用
で
熱
が
出
る
）」
の
症

状
が
似
通
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
分
析
し
、
歬
者
は
温
め
、
後
者
は

酒
で
和
ら
げ
る
と
し
て
い
る
。「
温
治
之
治
」
で
は
、
散
発
に
際

し
て
取
り
敢
え
ず
冷
や
す
こ
と
で
対
処
す
る
世
閒
一
般
の
や
り
方

を
批
判
し
、
無
理
に
冷
や
す
の
で
は
な
く
、
厚
着
し
て
体
を
動
か

し
、
汗
を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
熱
を
放
出
す
る
と
い
う
自
ら
の
経

験
を
述
べ
、
虚
弱
体
質
の
者
が
薄
着
し
た
り
、
冷
や
し
過
ぎ
た
り
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す
る
と
、
傷
寒
に
罹
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

「
曹
歙
救
解
法
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
は
薬
の
副
作

用
と
そ
の
対
処
法
を
述
べ
て
い
る
。
中
に
は
皇
甫
謐
の
『
論
寒
⻝

散
方
』
と
內
容
的
に
一
致
す
る
部
分
も
見
ら
れ
る
。
全
体
的
に
は
、

や
は
り
冷
や
す
場
合
が
多
い
が
、
体
を
動
か
し
て
、
暖
か
く
な
っ

て
か
ら
沐
浴
す
る
対
処
法
や
下
す
対
処
法
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
皇
甫
謐
の
論
に
あ
っ
た
「
梔
子
湯
」
も
多
く
の
症
状

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

㝡
後
に
、「
服
石
禁
忌
法
第
六
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、

「
寒
⻝
散
」
を
服
用
し
た
後
に
忌
避
す
べ
き
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

が
、
こ
れ
も
『
医
心
方
』
の
同
じ
箇
所
に
引
か
れ
て
い
る
皇
甫
謐

の
說
と
似
て
い
る
も
の
が
多
い
。

以
上
か
ら
、
曹
歙
の
說
は
、
多
く
が
皇
甫
謐
の
も
の
と
類
似
し

て
い
る
が
、
冷
や
し
過
ぎ
ず
、
体
質
に
合
っ
た
対
処
を
强
調
し
、

「
中
冷
」
と
「
薬
熱
」
を
見
定
め
る
べ
き
だ
と
し
た
点
で
は
皇
甫

謐
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
同
じ
內
容
で
あ
っ
て
も
、
曹
歙
の
方
が

記
述
方
法
は
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
皇
甫
謐
が
広
く
諸
法
を
取
り

入
れ
た
の
に
対
し
て
、
曹
歙
は
問
題
意
識
を
持
っ
て
自
說
を
立
て

た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
衜
洪
『
寒
⻝
散
對
療
』

衜
洪
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、『
寒

⻝
散
對
療
』
は
歬
述
し
た
通
り
『
小
品
方
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る

た
め
、『
小
品
方
』
自
体
よ
り
は
歬
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。

葛
洪
の
『
肘
後
備
急
方
』
と
い
ず
れ
が
先
か
は
判
断
で
き
な
い
。

衜
洪
の
『
寒
⻝
散
對
療
』
は
『
諸
病
源
候
論
』
巻
六
「
解
散
病

諸
候
」
に
「
江
左
有
衜
弘
衜
人
、
深
識
法
體
、
凡
所
救
療
、
妙
驗

若
神
、
制
『
解
散
對
治
方
』」
と
し
て
引
用
さ
れ
、「
寒
⻝
散
」
の

副
作
用
を
治
療
す
る
た
め
の
薬
方
を
記
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の

調
合
方
法
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
千
金
要
方
』
卷
二

四
「
解
毒
雜
治
方
」
の
「
解
五
石
毒
第
三
」
に
は
、
衜
洪
の
名
を

冠
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
方
に
分
散
し
て
引
用
さ
れ

て
い
る
。
㝡
も
ま
と
ま
っ
て
整
理
さ
れ
た
形
と
し
て
は
、『
外
台

秘
要
』
巻
三
七
の
「
乳
石
陰
陽
體
性
並
草
藥
觸
動
形
候
等
論
並
法

一
十
七
首
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、『
医
心
方
』
巻
十

九
の
「
服
石
發
動
救
解
法
第
四
」
に
「
衜
弘
解
散
法
」
と
し
て
も
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引
用
が
見
ら
れ
る
が
、
內
容
は
全
く
異
な
る
。

衜
洪
の
『
寒
⻝
散
對
療
』
は
皇
甫
謐
や
曹
歙
の
も
の
と
は
一
線

を
画
し
、
全
く
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
二
つ
の
薬
物
を
組
み
合
わ

せ
て
使
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
相
乗
効
果
や
毒
消
し
作
用
を
狙
う

こ
と
を
「
薬
対
」
と
呼
ぶ
が
、
衜
洪
は
こ
の
方
法
を
用
い
て
い
る
。

陶
弘
景
『
本
草
経
集
註
』
に
『
薬
対
』
な
る
書
物
の
引
用
が
見
ら

れ
、
ま
た
、
北
斉
の
徐
之
才
に
よ
る
『
雷
公
薬
対
』
が
『
新
唐

書
』
芸
文
志
に
見
え
る
が
、『
寒
⻝
散
對
療
』
は
こ
の
い
ず
れ
よ

り
も
早
い
。
衜
洪
が
「
薬
対
」
と
い
う
槪
念
の
先
駆
け
で
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
衜
洪
が
こ
こ
で
挙
げ
た
対
は
副
作

用
に
関
す
る
も
の
で
特
殊
で
あ
り
、
ま
た
『
神
農
本
草
経
』
に
記

さ
れ
て
い
る
「
相
反
」
や
「
相
畏
」
な
ど
の
関
係
で
も
な
い
。

『
外
台
秘
要
』
で
「
衜
洪
所
傳
、
何
所
依
據
云
。（
衜
洪
の
伝
え
た

も
の
は
、
何
に
依
拠
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。）」
と
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
そ
の
基
づ
く
所
は
全
く
不
朙
で
あ
る
。

衜
洪
は
、「
寒
⻝
散
」
に
含
ま
れ
る
薬
物
を
対
で
挙
げ
、
そ
の

相
乗
効
果
に
よ
り
副
作
用
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
一
対
の
う
ち
、
片
方
が
も
う
片
方
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ

り
副
作
用
が
も
た
ら
さ
れ
る
が
、
働
き
か
け
る
側
が
異
な
れ
ば
そ

の
副
作
用
も
異
な
る
。『
諸
病
源
候
論
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
衜

洪
が
挙
げ
た
対
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
鍾
乳
と
朮
、
栝
蔞
が
対

で
あ
り
、
そ
の
薬
効
は
主
に
肺
に
働
き
、
硫
黃
と
防
風
、
細
辛
が

対
で
あ
り
、
そ
の
薬
効
は
主
に
脾
と
腎
に
働
き
、
白
石
英
と
附
子

が
対
で
あ
り
、
そ
の
薬
効
は
主
に
胃
に
働
き
、
紫
石
英
と
人
參
が

対
で
あ
り
、
そ
の
薬
効
は
主
に
肝
に
働
き
、
赤
石
脂
と
桔
梗
が
対

で
あ
り
、
そ
の
薬
効
は
主
に
心
に
働
き
か
け
る
。
皇
甫
謐
の
論
よ

り
更
に
進
ん
で
、
こ
こ
に
五
臓
（
胃
は
六
腑
）
全
て
が
網
羅
さ
れ

た
が
、
症
状
や
そ
の
原
因
と
な
っ
た
薬
物
と
臓
腑
の
対
応
関
係
は

依
然
と
し
て
不
朙
瞭
で
あ
る
。
こ
の
他
、
五
臓
の
関
係
に
つ
い
て

記
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
繰
り
﨤
し
と
な
っ
た
対
も
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
で
は
、
附
子
と
赤
石
脂
、
桔
梗
と
茯
苓
、
牡
蠣
の
対
が

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
対
の
関
係
で
は
な
い
が
、
互
い
に
働
き

か
け
る
も
の
と
し
て
は
鍾
乳
と
海
蛤
、
防
風
と
紫
石
英
が
あ
り
、

い
ず
れ
の
薬
物
と
も
対
と
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
乾
薑
が
あ
る
。

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
薬
物
か
ら
、
衜
洪
が
扱
っ
て
い
た
「
寒

⻝
散
」
の
処
方
が
推
測
で
き
る
。
そ
れ
は
「
五
石
更
生
散
」
に
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「
侯
氏
黑
散
」
の
牡
蠣
と
茯
苓
を
加
え
、
桂
心
を
除
い
た
も
の
で

あ
る
。

「
寒
⻝
散
」
の
副
作
用
に
よ
る
諸
症
状
の
原
因
は
全
て
薬
対
の

互
い
の
働
き
か
け
に
帰
納
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
に
対
す
る
処

方
も
記
さ
れ
て
い
る
。
肺
に
起
因
す
る
場
合
は
「
蔥
白
豉
湯
」、

脾
と
腎
に
起
因
す
る
場
合
は
「
杜
仲
湯
」、
胃
に
起
因
す
る
場
合

は
「
生
麥
門
冬
湯
」、
肝
に
起
因
す
る
場
合
は
「
蔴
黃
湯
」、
心
に

起
因
す
る
場
合
は
「
大
麥
麨
良
」（『
千
金
要
方
』
で
は
「
大
麥
麨

湯
」）
を
服
用
す
る
。

ま
た
、『
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
た
「
衜
弘
解
散
法
」
で
は
、

腐
り
か
け
の
⻝
物
を
⻝
べ
た
、
生
の
ご
飯
或
い
は
酒
を
摂
っ
た
、

肉
を
⻝
べ
過
ぎ
た
、
生
野
菜
を
⻝
べ
た
、
米
を
よ
く
噛
ま
ず
に
⻝

べ
た
、
⻝
べ
過
ぎ
た
、
⻝
べ
ず
に
飢
え
た
、
酒
に
酔
っ
た
、
酷
く

怒
っ
た
、
冷
や
し
過
ぎ
た
、
温
め
過
ぎ
た
、
こ
う
し
た
節
度
を
失

し
た
場
合
に
服
用
す
べ
き
処
方
を
簡
洯
に
記
し
て
い
る
。
皇
甫
謐

以
来
多
用
さ
れ
る
「
梔
子
湯
」
や
、
上
述
し
た
五
つ
の
処
方
以
外

に
、「
孽
米
」、「
甘
草
湯
」、「
理
中
湯
」、「
人
參
湯
」、「
黃
芩
湯
」

と
い
っ
た
処
方
が
見
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
衜
洪
は
「
薬
対
」
の
槪
念
を
用
い
て
「
寒
⻝
散
」

の
副
作
用
を
說
朙
し
、
臓
𧰼
理
論
に
結
び
附
け
よ
う
と
試
み
た
痕

跡
が
見
ら
れ
、
そ
し
て
、
処
方
に
よ
る
対
処
法
を
よ
り
系
統
的
に

整
理
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
寒
⻝
散
の
副
作
用
へ
の
対
処

法
と
し
て
画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
が
、
薬
理
か
ら
ど
う
し
て
そ

の
よ
う
に
対
を
な
す
の
か
、
そ
し
て
、
五
臓
と
処
方
と
の
対
応
に

関
し
て
、
そ
れ
が
踏
ま
え
た
医
学
理
論
は
『
內
経
』
や
『
傷
寒

論
』
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
四
）
葛
洪
『
肘
後
備
急
方
』

葛
洪
の
『
肘
後
備
急
方
』
で
は
「
治
服
散
卒
發
動
困
篤
方
第
二

十
二
」
に
お
い
て
「
寒
⻝
散
」
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
全
体
と

し
て
は
皇
甫
謐
の
理
論
を
著
し
く
簡
略
化
し
、
症
例
も
皇
甫
謐
が

挙
げ
た
も
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
副
作
用
へ
の

対
処
法
と
し
て
、
下
す
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て
い
る
点
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
処
方
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
三
方
の
名

稱
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
つ
目
は
梔
子
と
豉
を
用
い
る
処
方
で
、

こ
れ
は
皇
甫
謐
以
来
、
対
処
法
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
き
た
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「
梔
子
豉
湯
」
に
他
な
ら
な
い
。
葛
洪
は
更
に
こ
れ
に
改
良
を
加

え
、
甚
だ
熱
く
、
潰
瘍
が
で
き
た
者
に
対
し
て
は
「
梔
子
豉
湯
」

に
黃
芩
を
二
両
加
え
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
二
つ
目
と
三
つ
目

は
新
し
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
保
存
が
効
き
、
常
備
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
二
つ
目
は
六
味
の
薬
物
を
粉
状
に
砕
い
て
保
存
す
る
も

の
で
、
そ
れ
を
服
用
す
る
際
は
、
水
が
半
量
に
な
る
ま
で
棗
を
煎

じ
詰
め
た
煮
汁
に
、
保
存
し
た
も
の
を
五
方
寸
匕
（
五
薬
さ
じ
分
）

入
れ
、
火
に
か
け
て
三
回
か
き
混
ぜ
た
も
の
を
、
三
回
に
分
け
て

服
用
す
る
。
三
つ
目
は
五
味
の
薬
物
を
す
り
つ
ぶ
し
て
蜂
蜜
を
加

え
、
丸
薬
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
保
存
が
効
く
処
方
を

載
せ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、「
寒
⻝
散
」
を
服
用
し
て
節
度
を
失

し
た
場
合
、
旣
存
の
治
療
法
に
従
っ
て
治
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
れ
は
や
ん
ご
と
な
き
人
々
に
多
用
さ
れ
る
も
の
で
、
貧
し

い
者
が
「
寒
⻝
散
」
を
服
用
し
て
も
、
体
が
冷
え
疲
労
し
て
い
る

た
め
、
副
作
用
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
た
だ
、
緊
急
事
態
に

陥
っ
た
時
に
急
死
し
な
い
よ
う
備
え
て
お
く
た
め
で
あ
る
、
と
記

し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
葛
洪
は
、
理
論
に
お
い
て
は
、
皇
甫
謐
を
踏
襲
し

つ
つ
、
下
す
こ
と
に
重
き
を
置
き
、
対
処
法
に
お
い
て
は
「
梔
子

豉
湯
」
に
改
良
を
加
え
、
新
し
い
処
方
も
創
出
し
た
。

（
五
）
陳
延
之
『
小
品
方
』

『
小
品
方
』
に
お
け
る
「
寒
⻝
散
」
に
関
す
る
言
及
は
、『
医
心

方
』
卷
第
十
九
「
服
石
節
度
第
一
」
に
「
陳
延
之
論
云
」、『
諸
病

源
候
論
』
卷
六
「
解
散
病
諸
候
」
の
「
寒
⻝
散
發
候
」
に
『
小
品

方
』、
そ
し
て
、『
外
台
秘
要
』
巻
三
十
七
「
餌
寒
⻝
五
石
諸
雜
石

等
解
散
論
並
法
四
十
九
條
」
に
「
小
品
論
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ

て
い
る
。

『
医
心
方
』
の
引
用
部
分
は
陳
延
之
の
「
寒
⻝
散
」
に
対
す
る

論
述
で
あ
り
、『
諸
病
源
候
論
』
の
引
用
部
分
は
衜
洪
の
『
寒
⻝

散
對
療
』
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
ま
た
、『
外
台
秘
要
』
の
引

用
部
分
は
そ
の
題
名
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
皇
甫
謐
が
挙
げ

た
節
度
を
誤
っ
た
場
合
の
副
作
用
に
関
す
る
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
て
お
り
、
更
に
そ
の
一
部
に
対
処
す
る
た
め
の
処
方
を

各
条
の
後
に
附
し
て
い
る
。

陳
延
之
の
「
寒
⻝
散
」
に
対
す
る
論
述
は
、
金
石
の
精
華
の
気
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九

が
、
気
血
が
少
な
い
患
者
の
体
內
に
溜
ま
っ
て
い
く
と
指
摘
し
て

い
る
。
更
に
、
そ
の
効
用
が
発
揮
さ
れ
ず
、
体
が
寒
い
ま
ま
だ
と
、

服
用
し
た
も
の
は
効
力
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
勘
違
い
し
、
後
で

散
発
が
起
こ
っ
た
際
も
気
附
か
ず
、
対
処
法
に
従
わ
な
い
で
被
害

に
遭
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
衜
洪
の
『
寒
⻝
散
對
療
』
に
対
す
る

批
判
で
は
、
ま
ず
そ
の
処
方
の
効
果
に
疑
義
を
呈
し
、
そ
れ
を
簡

単
に
信
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
、
更
に
『
神
農
本
草
経
』

に
も
、
皇
甫
謐
の
論
に
も
、
曹
歙
の
論
に
も
「
薬
対
」
の
槪
念
が

見
ら
れ
ず
、『
神
農
本
草
経
』
に
見
ら
れ
る
栝
蔞
と
乾
薑
と
の

「
相
悪
」
の
関
係
も
弁
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
薬
対
」
の
槪
念

は
信
用
す
る
に
足
り
ず
、
従
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
。
そ
の
末

尾
で
「
寒
⻝
散
」
の
処
方
か
ら
栝
蔞
を
除
く
か
、
或
い
は
そ
れ
ぞ

れ
の
症
状
に
合
わ
せ
て
、
他
の
薬
物
に
変
更
す
べ
き
だ
と
し
て
い

る
。以

上
か
ら
、
陳
延
之
は
、
金
石
の
気
が
体
內
に
溜
ま
る
こ
と
で

副
作
用
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
指
摘
し
、
そ
れ
ま
で
の
「
寒
⻝

散
」
に
関
す
る
論
述
に
批
判
を
加
え
、
幾
つ
か
の
処
方
を
編
み
出

し
た
。

（
六
）�

慧
義
『
寒
⻝
解
雜
論
』、
及
び
孔
恂
、
夏
侯
氏
、
秦
承
祖
の

記
述

慧
義
の
『
寒
⻝
解
雜
論
』
は
『
医
心
方
』
巻
十
九
の
「
服
石
節

度
第
一
」
と
「
服
石
發
動
救
解
法
第
四
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
釋
慧
義

論
云
」、「
釋
慧
義
薛
侍
郎
藤
熨
救
解
法
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
他
、
様
々
な
処
方
の
作
者
と
し
て
分
散
さ
れ
て
引
用
さ

れ
て
い
る
。
彼
は
「
寒
⻝
散
」
の
メ
リ
ッ
ト
を
强
調
し
、
副
作
用

が
あ
る
の
は
、
服
用
す
る
者
が
節
度
を
失
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

「
寒
⻝
散
」
自
体
の
せ
い
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
皇
甫

謐
の
說
を
冷
や
す
の
み
、
曹
歙
の
說
を
温
め
る
こ
と
だ
と
評
価
し
、

薬
は
熱
性
で
あ
る
た
め
、
冷
や
し
た
方
が
よ
く
、
こ
の
た
め
皇
甫

謐
の
說
が
遍
く
世
に
行
わ
れ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。「
浴
熨
救

解
法
」
で
は
沐
浴
の
方
法
と
、
熨
す
方
法
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の

他
、
鍾
乳
に
起
因
す
る
頭
痛
に
は
熱
い
酒
を
飮
ん
で
対
処
す
る
こ

と
、「
解
散
麥
門
冬
湯
方
」、「
解
散
治
目
疼
頭
痛
方
」、「
散
發
熱

氣
衝
目
漠
漠
無
所
見
方
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
散
見
さ
れ
、「
解

散
麥
門
冬
湯
」
以
外
は
新
出
の
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
皇
甫
謐

が
挙
げ
た
症
状
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
そ
れ
に
対
す
る
処
方
が
朙
ら
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か
と
な
っ
た
。

孔
恂
は
歬
述
し
た
通
り
西
晉
の
人
で
あ
る
が
、『
医
心
方
』
に

僅
か
だ
け
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
便
宜
の
た
め
順
序
を
入
れ
替

え
た
。
彼
の
「
寒
⻝
散
」
に
対
す
る
理
論
は
、
冷
や
し
過
ぎ
て
は

い
け
な
い
と
す
る
曹
歙
の
說
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

夏
侯
氏
の
說
は
『
医
心
方
』
巻
十
九
の
「
服
石
節
度
第
一
」
と

「
服
石
發
動
救
解
法
第
四
」
に
二
回
引
用
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。

彼
は
「
寒
⻝
散
」
を
飮
む
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
、
病
状
が
進
行
し

て
い
る
時
で
は
な
く
、
病
状
が
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
時
に
服
用

す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
点
が
独
特
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
寒
⻝

散
」
は
正
気
を
輔
け
る
も
の
で
、
病
状
が
進
行
し
て
い
る
時
は
病

の
気
が
强
く
、
正
気
が
弱
い
た
め
に
そ
れ
を
制
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
逆
に
、
病
状
が
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
時
は
正
気
が
强
く
な

り
、
そ
れ
を
助
け
れ
ば
病
の
気
を
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。秦

承
祖
は
歬
述
し
た
通
り
、『
世
說
新
語
』
劉
孝
標
註
の
引
用

に
よ
り
『
寒
⻝
散
論
』
が
あ
る
と
わ
か
る
。
そ
れ
は
『
医
心
方
』

巻
十
九
の
「
服
石
節
度
第
一
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
秦
承
祖
も

慧
義
同
様
、「
寒
⻝
散
」
の
メ
リ
ッ
ト
を
强
調
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
は
諸
刄
の
剣
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
皇
甫
謐
と
曹
歙

の
說
も
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
冷
や
す
、
温
め
る
と
評
価
し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
二
說
相
反
の
現
𧰼
に
対
し
て
は
、
ど
ち
ら
か
に
固
執

す
る
の
で
は
な
く
、
薬
性
を
深
く
考
慮
し
、
患
者
の
症
状
を
斟
酌

す
べ
き
だ
と
し
た
点
は
慧
義
と
は
異
な
る
。

（
七
）
許
孝
崇
、
薛
𫞂
、
龐
氏
の
記
述

許
孝
崇
、
薛
𫞂
、
龐
氏
の
說
は
い
ず
れ
も
『
医
心
方
』
巻
十
九

に
の
み
、
一
か
ら
二
箇
所
程
度
の
引
用
が
あ
る
の
み
で
（
薛
𫞂
の

引
用
は
多
い
が
「
寒
⻝
散
」
に
対
す
る
言
及
で
あ
る
か
ど
う
か
定
か
で

な
い
も
の
が
多
い
）、
歬
二
者
は
唐
人
で
あ
り
、
龐
氏
は
正
体
不
朙

で
あ
る
。

許
孝
崇
は
、
副
作
用
の
対
処
法
と
し
て
は
冷
や
す
こ
と
を
踏
襲

し
、
ま
た
、
適
宜
発
散
さ
せ
な
け
れ
ば
、
薬
の
気
が
体
內
に
溜
ま

り
、
後
で
散
発
が
起
こ
っ
た
際
も
気
附
な
い
こ
と
が
あ
る
と
し
た

点
で
は
、
陳
延
之
の
考
え
方
を
引
き
継
い
で
い
る
。

薛
𫞂
は
、『
医
心
方
』
の
他
の
部
分
に
お
い
て
、
多
く
服
石
に
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関
連
す
る
処
方
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
外
台
秘
要
』
に
「
薛
侍

郎
服
乳
石
體
性
論
」
と
「
銓
擇
薛
侍
郎
等
服
石
後
將
息
補
餌
法
」

と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
服
石
に
つ
い
て
詳
し
い
者
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
彼
は
「
寒
⻝
散
」
に
つ
い
て
、
節
度
も
守
り
、
薬
理
を

弁
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
强
調
し
、
そ
の
副
作
用
へ
の
対
処

と
し
て
は
、
古
法
に
固
執
し
な
く
と
も
良
い
と
主
張
し
て
い
る
。

龐
氏
の
說
は
、「
服
石
節
度
第
一
」
と
「
服
石
發
動
救
解
法
第

四
」
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
皇
甫
謐
の
論
に
挟
ま
れ
る
形

で
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
服
石
節
度
第
一
」
に
お
け
る
引
用
で
は
、

「
寒
⻝
散
」
の
散
発
は
陰
の
気
が
体
外
に
あ
り
、
陽
の
気
が
体
內

に
あ
る
秋
冬
に
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
陽
の
気
が
薬
の
熱
性
を
増

長
さ
せ
る
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
他
は
ほ
ぼ
皇
甫
謐
の
說
と

同
じ
で
、
そ
れ
を
簡
略
に
述
べ
て
お
り
、
感
情
面
に
関
す
る
記
述

が
多
い
。「
服
石
發
動
救
解
法
第
四
」
に
お
け
る
引
用
は
様
々
な

症
例
を
挙
げ
る
の
み
で
、
歬
後
で
皇
甫
謐
が
挙
げ
て
い
る
症
例
と

も
関
連
性
が
見
ら
れ
な
い
。

四
、
お
わ
り
に

本
稿
は
伝
世
の
医
学
文
献
に
引
用
さ
れ
た
「
寒
⻝
散
」
に
関
す

る
論
說
を
、
で
き
る
限
り
時
代
順
に
並
べ
、
そ
の
医
学
的
展
開
を

分
析
し
よ
う
と
試
み
た
。「
寒
⻝
散
」
の
処
方
と
出
土
文
献
に
見

ら
れ
る
様
々
な
処
方
と
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
歬
漢
か
ら

後
漢
に
か
け
て
、
旣
に
「
寒
⻝
散
」
の
雛
型
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
も
朙
ら
か
に
し
た
。
張
仲
景
が
傷
寒
の
治
療
に
使
用
し
た
と
思

わ
れ
る
「
寒
⻝
散
」
に
、
何
晏
が
手
を
加
え
て
流
行
ら
せ
た
後
、

閒
も
無
く
し
て
皇
甫
謐
が
そ
れ
ま
で
の
中
国
医
学
理
論
を
様
々
に

援
用
し
つ
つ
、「
寒
⻝
散
」
の
用
法
、
副
作
用
、
及
び
そ
の
対
処

法
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
の
曹
歙
は
、
皇
甫
謐
が
冷

や
す
方
法
を
メ
イ
ン
と
し
た
の
に
対
し
、
患
者
の
体
質
に
よ
っ
て

適
度
に
冷
や
す
「
温
治
」
の
方
法
を
取
り
、
孔
恂
が
そ
れ
を
踏
襲

し
た
。
仏
僧
の
衜
洪
は
「
薬
対
」
の
槪
念
を
打
ち
出
し
、「
寒
⻝

散
」
の
副
作
用
を
新
し
い
体
系
に
よ
り
說
朙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
症

状
に
対
す
る
処
方
も
多
く
提
示
し
た
。
東
晉
に
入
り
、
葛
洪
は
、

皇
甫
謐
を
踏
襲
し
つ
つ
、
下
す
こ
と
に
重
き
を
置
き
、
そ
れ
ま
で
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の
処
方
に
改
良
を
加
え
、
常
備
す
る
た
め
の
新
処
方
も
創
出
し
た
。

次
い
で
、
陳
延
之
は
金
石
の
気
が
体
內
に
溜
ま
る
こ
と
で
副
作
用

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
指
摘
し
、
衜
洪
の
說
を
批
判
し
、
更
に
幾

つ
か
の
新
処
方
を
編
み
出
し
た
。
東
晉
か
ら
劉
宋
に
か
け
て
の
仏

僧
慧
義
は
「
寒
⻝
散
」
の
メ
リ
ッ
ト
を
强
調
し
、
曹
歙
の
「
温

治
」
を
否
定
し
て
、
皇
甫
謐
に
賛
同
し
、
ま
た
更
に
様
々
な
新
処

方
を
創
っ
た
。
夏
侯
氏
は
正
の
気
と
病
の
気
の
関
係
と
い
う
視
点

か
ら
、
患
者
の
正
の
気
が
病
の
気
を
押
し
﨤
す
、
快
方
に
向
か
う

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
正
の
気
を
輔
け
る
た
め
に
「
寒
⻝
散
」
を
服
用

す
べ
き
だ
と
唱
え
た
。
梁
の
秦
承
祖
は
慧
義
に
類
似
し
た
観
点
を

持
ち
、
皇
甫
謐
と
曹
歙
の
ど
ち
ら
か
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、

薬
性
と
症
状
を
斟
酌
し
て
対
処
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
唐
代
に

入
り
、
許
孝
崇
は
以
歬
の
說
を
引
き
継
ぎ
、
特
に
陳
延
之
の
影
响

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
薛
𫞂
は
服
石
に
詳
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、

「
寒
⻝
散
」
に
関
し
て
は
歬
說
と
類
似
す
る
內
容
が
多
く
、
ま
た
、

古
い
方
法
に
囚
わ
れ
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
龐
氏
の
正
体

は
定
か
で
な
い
が
、
陰
陽
の
気
と
「
寒
⻝
散
」
の
薬
性
を
関
連
づ

け
て
、
秋
冬
に
服
用
す
る
の
が
良
い
と
指
摘
し
た
。

「
寒
⻝
散
」
が
流
行
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
皇
甫
謐
、
曹
歙
、

孔
恂
の
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
寒
⻝
散
」
の
薬
性
と
副
作
用

に
対
し
て
、
医
学
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
経
験
則
に
基
づ

い
た
対
処
法
が
模
索
さ
れ
、
衜
洪
に
至
っ
て
新
し
い
考
え
方
に
よ

る
整
理
と
薬
方
に
よ
る
対
処
法
が
提
唱
さ
れ
、
そ
れ
に
続
く
葛
洪
、

陳
延
之
、
慧
義
は
、
そ
れ
ま
で
の
說
へ
の
評
価
を
行
い
つ
つ
、
薬

方
の
改
善
や
創
出
に
努
め
た
。
後
の
夏
侯
氏
、
許
孝
崇
、
薛
𫞂
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
創
見
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
の
說
を
超
え
る

も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

「
寒
⻝
散
」
が
何
晏
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
、
そ
の
効
用
が
も
て

は
や
さ
れ
て
以
降
、
そ
の
副
作
用
に
な
ん
と
か
対
処
し
よ
う
と
す

る
論
說
は
多
く
あ
っ
た
が
、
そ
の
薬
害
を
强
調
し
た
も
の
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
唐
代
に
至
り
、
薛
𫞂
の
よ
う
に
服
石
を
肯

定
的
に
捉
え
る
者
も
依
然
存
在
し
た
が
、
孫
思
邈
が
『
千
金
要

方
』
に
お
い
て
、「
寒
⻝
散
」
の
薬
害
を
痛
烈
に
批
判
し
た
。
孫

思
邈
の
批
判
が
直
接
人
々
の
認
識
に
影
响
を
与
え
た
か
ど
う
か
確

証
は
な
い
が
、「
寒
⻝
散
」
の
流
行
は
唐
代
に
お
い
て
途
絕
え
た
。
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二
三

註（
1
）　

魯
迅
「
魏
晉
風
度
及
文
章
与
薬
及
酒
之
関
係
」（『
而
已
集
』、

人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
二
七
年
）。
余
嘉
錫
「
寒
⻝
散
考
」

（『
余
嘉
錫
論
学
雑
著
（
上
册
）』、
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
）。

魯
迅
は
社
会
文
化
史
的
な
観
点
か
ら
分
析
し
、
余
嘉
錫
は
膨
大
な

史
料
を
用
い
て
精
緻
な
考
証
を
行
っ
た
。

（
2
）　

吉
川
忠
夫
『
中
国
古
代
人
の
夢
と
死
』
第
二
章
「
寒
⻝
散
と

仙
薬
」（
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
）、
赤
堀
昭
「
寒
⻝
散
と
羪
生
」

（
坂
出
祥
伸
『
中
国
古
代
羪
生
思
想
の
総
合
的
研
究
』、
平
河
出
版

社
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
、
寒
⻝
散
と
煉
丹
術
や
羪
生
と
の
関
係

を
論
じ
た
研
究
や
、
岸
田
知
子
「
王
羲
之
と
薬
」（『
密
敎
文
化
』、

一
七
二
号
、
一
九
九
〇
年
、
七
一
〜
八
六
頁
）、
佐
藤
利
行
「
王

羲
之
と
五
石
散
」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』、
六

五
巻
、
二
〇
〇
五
年
、
一
〜
十
三
頁
）
な
ど
、
文
人
と
寒
⻝
散
と

の
関
係
を
論
じ
た
研
究
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
川
原
秀
城
「
寒
⻝

散
と
魏
晉
南
北
朝
の
風
気
」（『
毒
薬
は
口
に
苦
し　

中
国
の
文
人

と
不
老
不
死
』
第
四
章
、
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
総

合
的
な
研
究
も
あ
る
。

（
3
）　

本
文
に
お
け
る
引
用
で
は
、（
東
晉
）
葛
洪
『
肘
後
備
急
方
』

（
原
刊
衜
藏
輯
要
本
）、（
隋
）
巣
元
方
『
諸
病
源
候
論
』（
日
本
影

鈔
宋
本
）、（
唐
）
孫
思
邈
『
千
金
要
方
』（
元
刊
黑
口
十
二
行
本
）、

（
唐
）
孫
思
邈
『
千
金
翼
方
』（
淸
同
治
戊
辰
七
年
埽
葉
山
房
藏
板
）、

（
唐
）
王
燾
『
外
台
秘
要
方
』（
朙
崇
禎
庚
辰
新
氏
程
氏
経
余
居
刊

本
）、（
日
本
）
丹
波
康
頼
『
医
心
方
』（
內
閣
文
庫
本
）
を
参
照

し
た
。

（
4
）　
『
隋
書
』
巻
三
十
四
、
経
籍
志
三
、
子
部
、
医
方
、
宋
刻
遞
修

本
。
引
用
番
号
は
興
膳
宏
・
川
合
康
三
『
隋
書
経
籍
志
詳
攷
』

（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
し
た
。

（
5
）　

楊
学
娟
、
田
富
軍
「
皇
甫
謐
『
依
諸
方
撰
』
与
『
內
経
倉
公

論
』
新
考
」（『
南
京
中
医
薬
大
学
学
報
』
十
九
巻
第
二
期
、
二
〇

一
八
年
、
八
九
〜
九
三
頁
）
に
詳
し
い
。

（
6
）　
『
魏
書
』（
宋
紹
興
本
）
巻
二
十
、
武
文
世
王
公
伝
、「
東
平
靈

王
徽
（
中
略
）
子
翕
嗣
（
後
略
）」
に
対
す
る
裴
松
之
註
「
翕
入

晉
、
封
廩
丘
公
。（
中
略
）
翕
撰
解
寒
⻝
散
方
、
與
皇
甫
謐
所
撰

並
行
於
世
。」

（
7
）　
（
梁
）
慧
皎
『
高
僧
傳
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）
卷
七

に
「
釋
慧
義
、
姓
梁
、
北
地
人
、
少
出
家
。（
中
略
）
宋
元
嘉
二

十
一
年
（
四
四
四
年
）
終
於
烏
衣
寺
。
春
秋
七
十
三
矣
。」
と
見

え
る
。

（
8
）『
全
唐
文
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
卷
二
三
九
に

「
𫞂
、
書
令
元
超
子
（
中
略
）
與
修
『
三
敎
珠
英
』、
官
正
諫
大
夫
。

（
薛
𫞂
は
、
中
書
令
薛
元
超
の
子
で
あ
り
（
中
略
）
と
も
に
『
三

敎
珠
英
』
を
編
纂
し
、
官
職
は
正
諫
大
夫
で
あ
っ
た
。）」
と
あ
り
、

こ
の
後
に
『
服
乳
石
体
性
論
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）　
『
唐
会
要
』（
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
九
年
）
巻
八
十
二
に
、

顕
慶
二
年
（
六
五
七
年
）、
尙
薬
奉
御
の
許
孝
崇
ら
が
勅
命
を
受
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二
四

け
て
、
陶
弘
景
の
『
本
草
』
を
増
補
し
て
図
を
加
え
、
五
十
五
巻

の
書
物
を
編
纂
し
た
事
績
が
見
ら
れ
、『
新
唐
書
』（
中
華
書
局
、

一
九
七
二
年
）
芸
文
志
に
載
る
『
圖經

』
七
卷
の
後
に
、『
本
草
』、

『
目
錄
』、『
藥圖

』
及
び
『
圖經

』
を
編
纂
し
た
撰
者
が
記
さ
れ

お
り
、
多
く
が
『
唐
会
要
』
の
記
述
と
一
致
し
、
許
孝
崇
も
そ
こ

に
名
を
連
ね
て
い
る
。

（
10
）　
『
魏
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
二
年
）
任
蘇
杜
鄭
倉
伝
の
倉

慈
伝
に
対
す
る
裴
註
に
「
案
孔
氏
譜
。
孔
乂
字
元
儁
、
孔
子
之
後
。

（
中
略
）
子
恂
字
士
信
、
晉
平
東
將
軍
衞
尉
也
。」
と
あ
る
。

（
11
）　

丹
波
元
胤
『
医
籍
考
』（
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
巻
十

四
、
方
論
十
九
に
「
夏
侯
氏
（
闕
名
）
藥
方
、
七
錄
、
七
卷
、

佚
」
と
あ
り
、
そ
の
考
証
に
よ
れ
ば
、『
夏
侯
氏
藥
方
』
な
る
書

物
が
『
七
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。

（
12
）　

凡
是
五
石
散
、
先
名
寒
⻝
散
者
、
言
此
散
宜
寒
⻝
、
冷
水
洗
、

取
寒
、
唯
酒
慾
淸
、
熱
飮
之
。
不
爾
、
即
百
病
生
焉
。

（
13
）　

齊
王
侍
醫
遂
病
、
自
練
五
石
服
之
。
臣
意
徃
過
之
、
遂
謂
意

曰
、「
不
肖
有
病
、
幸
診
遂
也
。」
臣
意
即
診
之
、
吿
曰
、「
公
病

中
熱
。
論
曰
、『
中
熱
不
溲
者
、
不
可
服
五
石
。』
石
之
為
藥
精
悍
、

公
服
之
不
得
數
溲
、
亟
勿
服
、
色
將
發
臃
。」

（
14
）　

然
寒
⻝
藥
者
、
世
莫
知
焉
、
或
言
華
佗
、
或
曰
仲
景
。
考
之

於
實
、
佗
之
精
微
、
方
類
單
省
、
而
仲
景
經
有
侯
氏
黑
散
・
紫
石

英
方
、
皆
數
種
相
出
入
、
節
度
略
同
。
然
則
寒
⻝
草
石
二
方
、
出

自
仲
景
、
非
佗
也
。

（
15
）　

仲
景
見
侍
中
王
仲
宣
時
年
二
十
餘
、
謂
曰
、「
君
有
病
、
四
十

當
眉
落
、
眉
落
半
年
而
死
、
令
服
五
石
湯
可
免
。」
仲
宣
嫌
其
言

忤
、
受
湯
而
勿
服
。（
中
略
）
後
二
十
年
果
眉
落
、
後
一
百
八
十

七
日
而
死
、
終
如
其
言
。（
皇
甫
謐
原
撰
、
林
億
等
校
正
、
李
雲

重
校
『
黄
帝
三
部
針
灸
甲
乙
経
新
校
』
学
苑
出
版
社
、
二
〇
一
二

年
、
三
頁
）

	

　

引
用
部
分
は
皇
甫
謐
の
手
に
よ
る
序
文
と
さ
れ
る
が
、『
針
灸

甲
乙
経
』
の
撰
者
及
び
「
皇
甫
謐
序
」
と
さ
れ
る
文
章
の
作
者
は

定
か
で
は
な
い
。
詳
し
く
は
、
真
柳
誠
『
黄
帝
医
籍
研
究
』（
汲

古
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
の
第
四
章
第
二
節
を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
16
）　

𠮷
元
昭
治
「
中
国
伝
統
医
学
と
衜
敎
（
第
二
十
三
回
）
五
石

散
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
九
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、

七
四
〜
七
五
頁
）。
𠮷
元
氏
は
こ
の
混
同
が
災
い
し
て
、
中
毒
現

𧰼
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
。
他
に
、

王
奎
克
「
五
石
散
新
考
」（
趙
匡
華
『
中
国
古
代
化
学
史
研
究
』、

北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
八
〇
〜
八
七
頁
）
で
は
、

「
侯
氏
黒
散
」
に
は
、「
礬
石
」
で
は
な
く
、「
礜
石
」
が
入
っ
て

い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
両
者
と
も
「
礜
石
」
は
ヒ
素
を
含
む
鉱

物
で
あ
り
、
こ
れ
を
服
用
す
る
こ
と
で
中
毒
現
𧰼
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
17
）　

表
を
作
成
す
る
に
際
し
て
は
、
張
雷
『
秦
漢
簡
牘
醫
方
集
註
』

（
中
華
書
局
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（
18
）　
『
世
說
新
語
』（
四
部
叢
刊
本
）
言
語
篇
に
「
何
平
叔
云
、「
服
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二
五

五
石
散
非
唯
治
病
、
亦
覺
神
朙
開
朗
。」（
何
晏
は
「
五
石
散
を
服

用
す
る
の
は
病
気
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
精
神
も
朙
朗
に
な
る
。」

と
言
っ
て
い
る
。）」
と
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
劉
孝
標
註
に
「
秦

丞
相
（「
相
」
は
「
祖
」
の
誤
り
）『
寒
⻝
散
論
』
曰
、「
寒
⻝
散

之
方
、
雖
出
漢
代
而
用
之
者
寡
、
靡
有
傳
焉
。
魏
尙
書
何
晏
首
獲

神
效
、
由
是
大
行
於
世
、
服
者
相
尋
也
。（
秦
丞
相
『
寒
⻝
散
論
』

に
「
寒
⻝
散
の
処
方
は
漢
代
か
ら
現
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

を
使
用
す
る
者
は
少
な
く
、
そ
う
し
た
話
も
あ
ま
り
聞
か
な
い
。

魏
の
尙
書
た
る
何
晏
が
初
め
て
素
晴
ら
し
い
効
き
目
を
得
、
そ
れ

か
ら
世
閒
で
は
大
い
に
流
行
り
、
服
用
す
る
者
が
相
次
い
だ
。」）」

と
あ
る
の
が
、
伝
世
文
献
の
う
ち
で
寒
⻝
散
に
つ
い
て
記
し
た
㝡

も
早
い
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
い
ず
れ
も
こ
の
文
献
を
引

用
し
て
說
朙
を
行
な
っ
て
い
る
。

（
19
）　

註
（
2
）
に
お
け
る
川
原
秀
城
氏
の
著
書
、
一
二
八
頁
〜
一

二
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
20
）　
『
晉
書
』
皇
甫
謐
列
傳
に
「
皇
甫
謐
、
字
士
安
、
幼
名
靜
安
、

定
朝
那
人
。（
中
略
）
初
服
寒
⻝
散
而
性
與
之
忤
、
每
委
頓
不
倫
、

嘗
悲
恚
叩
刄
欲
自
殺
、
叔
母
諫
之
而
止
。（
皇
甫
謐
、
字
は
士
安
、

幼
名
は
靜
安
、
定
朝
那
の
人
。（
中
略
）
初
め
て
寒
⻝
散
を
服
用

し
た
が
体
質
と
合
わ
ず
、
い
つ
も
憔
悴
し
て
気
持
ち
が
落
ち
込
む

こ
と
こ
の
上
な
く
、
苦
し
さ
の
あ
ま
り
刀
を
抜
い
て
自
殺
し
よ
う

と
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
叔
母
が
諫
め
て
止
め
て
く
れ
た
。）」

と
あ
る
。

（
21
）　

例
え
ば
、『
素
問
』（
顧
従
徳
影
宋
刻
本
）「
金
匱
真
言
論
」
に

「
東
方
靑
色
、
入
通
於
肝
、
開
竅
於
目
、（
後
略
）」
と
あ
り
、「
陰

陽
応
𧰼
大
論
」
に
「
東
方
生
風
、
風
生
木
、
木
生
酸
、
酸
生
肝
、

肝
生
筋
、
筋
生
心
、
肝
主
目
。（
後
略
）」
と
あ
る
。

（
22
）　
『
素
問
』
の
「
脉
要
精
微
論
」「
方
盛
衰
論
」、
及
び
『
霊
枢
』

の
「
淫
邪
發
夢
」
に
夢
と
五
臓
の
対
応
が
見
ら
れ
る
が
、「
五
行
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
直
接
見
ら
れ
な
い
。

（
23
）　

例
え
ば
、『
四
分
律
』
巻
三
九
の
「
衣
揵
度
之
二
」
に
「
時
耆

婆
、
凈
除
頭
中
病
已
、
以
酥
蜜
置
滿
頭
中
、
已
、
還
合
髑
髏
縫
之
、

以
好
藥
塗
、
即
時
病
除
肉
滿
、
還
復
毛
生
、
與
無
瘡
處
不
異
。」

と
あ
り
、『
十
誦
律
』
巻
五
八
の
「
問
七
法
中
問
藥
法
第
五
」
に

「
優
波
離
問
佛
『
若
以
酥
油
著
酒
中
、
可
飮
不
。』
答
『
比
丘
若
病

得
飮
、
不
病
不
得
飮
。』
即
日
受
時
藥
・
時
分
藥
・
七
日
藥
・
盡

形
壽
藥
、
共
和
合
一
處
、
中
歬
應
服
、
時
藥
力
故
、
過
中
不
應

服
。」
と
あ
る
。『
四
分
律
』
の
描
写
は
、
症
状
と
し
て
は
十
六
番

目
の
症
状
と
は
異
な
る
が
、
頭
皮
の
病
気
を
治
す
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
ま
た
、『
十
誦
律
』
の
描
写
（
引
用
部
分
以
外
に

も
多
数
あ
る
）
に
よ
れ
ば
、「
酥
」
も
病
が
あ
る
時
の
み
服
用
し
、

節
度
を
守
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

「
消
酥
蜜
膏
」
は
「
酥
」
や
「
蜜
」
の
副
作
用
を
打
ち
消
す
も
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
24
）　
『
千
金
要
方
』
巻
二
七
「
治
諸
風
方
」
の
「
偏
風
第
四
」
に

「
仲
景
三
黄
湯
、
治
中
風
、
手
足
拘
攣
、
百
節
疼
痛
、
煩
熱
心
亂
、



「
寒
⻝
散
」
の
中
医
学
的
展
開
に
関
す
る
一
考
察

二
六

惡
寒
、
經
日
不
慾
飮
⻝
方
。
╱
蔴
黄
（
三
十
銖
）、
黄
芩
（
十
八

銖
）
黄
耆
、
細
辛
（
各
十
二
銖
）、
獨
活
（
一
兩
）。」
と
あ
る
。

（
25
）　
『
傷
寒
論
』
辨
太
陽
病
脉
證
幷
治
を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
26
）　
『
金
匱
要
略
』（
四
部
叢
刊
本
）
の
「
中
風
歷
節
病
脉
證
幷
治
」

に
「
夫
風
之
為
病
、
當
半
身
不
遂
、
或
但
臂
不
遂
者
、
此
為
痹
。」

と
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
後
に
、
寒
⻝
散
の
雛
型
の
一
つ
と
思
わ
れ
る

「
侯
氏
黑
散
」
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
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A Study on the Medical Thought of Cold-Food Powder寒食散
TAKEMIYA Hideaki

It is well known that during the Wei Jin and North and South Dynasties period
魏晉南北朝, many scholar-officials and literati took Cold-Food Powder, and many 
of them suffered from it. In this paper, I focus on the medical ideology of Cold-
Food Powder and try to make up for the deficiency based on previous research.

First, the editorials on Cold-Food Powder cited in the transmitted medical 
literature were arranged in chronological order as much as possible based on the 
bibliographic method. In addition, by comparing the prescription of Cold-Food 
Powder found in transmitted medical literature with various prescriptions found 
in the excavated literature, it was clarified that the template of Cold-Food Powder 
already existed from Western Han西漢 to Eastern Han東漢. Based on this, I 
analyzed the development of medical ideas regarding Cold-Food Powder.

For a while after the outbreak of Cold-Food Powder, as seen in the theory of 
Huangfu Mi皇甫謐, Cao Xi曹翕, and Kong Xun孔恂,they tried to find how to deal 
with the medicinal properties and side effects of Cold-Food Powder based on 
empirical rules and traditioinal medical logic. And after reaching Dao hong道洪, 
arrangements based on the theory of the new system and coping methods by the 
drug method were proposed. Following that, Ge Hong葛洪, Chen Yanzhi陳延之, 
and Hui Yi慧義 evaluated the previous theories and tried to improve and create 
medicines. Later, Mr.Xiahou夏侯氏, Xu Xiaochong許孝崇, and Xue Yao薛曜 had 
their own creations, but nothing exceeded the previous theory.




